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3． 論文の採否 : 論文の採否は Editorial board のメンバーによる査読審査の結果に従い決定される．
ただし，シンポジウムなどの記録や治験論文については編集部で採否を決定する．
4． 論文の訂正 : 査読審査の結果，原稿の訂正を求められた場合は，40日以内に，訂正された原稿に訂正点を
明示した手紙をつけて，前記泌尿器科紀要刊行会宛て送付すること．
なお，Editor の責任において一部字句の訂正をすることがある．
5． 採択論文 : 論文が採択された場合，原稿を CD-R・CD-RW・USB（返却せず）のいずれかに保存し，編集
部へ送付する．ディスクには論文受付番号・筆頭著者名・機種名・ソフトウエアとそのバージョンを明記す
る．原稿は Microsoft 社の Word での作成を推奨する．
6． 校正 : 校正は著者による責任校正とする．著者複数の場合は校正責任者を投稿時指定する．
7． 掲載 : 論文の掲載は採用順を原則とする．迅速掲載を希望するときは投稿時にその旨申し出ること．








5) 掲載論文には JaLC DOI を付与する（2016年 7月号から開始）．
例）10.14989/ActaUrolJapl­ul_[巻]_[号]_[開始ページ]
Web にてアクセスする場合には上記の DOI の前に http://dx.doi.org/ を加えて入力することで泌尿器科紀要
情報ページに到達できる．また他 DOI への重複付与はしないこと（ 1論文 1 DOI）．











9． 別刷 : 30部までは送料とも無料とし，それを超える部数と送料については実費負担とする．著者校正時に
部数を指定する．
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編 集 後 記
｢編集後記に綴った20年間の思い出」は皆さんのお手元に届きましたでしょうか．227編の駄文・雑文の中に
は，私なりの信念や思い入れが比較的うまく表現されたものもありました．人気のあった編集後記を挙げてみま
す．2000年 8月号（論文の書き方），2001年12月号（ES 細胞研究），2003年 1月号（クローン人間），2003年 5月
号（新研修医），2003年 8月号（火星大接近），2004年 1月号（白い巨塔），2004年 6月号（アホとカシコ），2006
年 8月号（悲しい記憶），2006年10月号（アンチエージング），2009年 8月号（泣き虫先生），2010年12月号（河
豚鍋），2011年 5月号（ダビンチ導入），2013年 1月号（戦時のリーダー），2013年 2月号（水影心），2016年 2月
号（ふるさと納税），2016年10月号（優秀な外科医），2016年11月号（座右の銘），2017年 1月号（芸能人格付け
チェック），2018年 7月号（調子に乗って），2019年11月号（ラグビーワールドカップ）などです．
何人かの先生からは「楽しく読ませていただきました」というお手紙を頂きました．大切な時間を私の駄文に
つき合っていただき本当にありがとうございました．この様な本を出すことも今後ないと思うので，私の一生の
宝物になりました．出版の提案をしていただき，本の作成を一手に引き受けていただいたM女史に心から感謝い
たします．
（小川 修）
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